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今年の冬は寒くて　　
春の花の開花が遅れた

　

ロ
シ
ア
に
よ

る
２
月
24
日
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

行
動
の
即
時
停
止
を
求
め
る
談
話
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

の
原
発
が
巨
大
核
兵
器
化
す
る
危

険
性
を
一
層
明
白
に
し
ま
し
た
。

　

一
方
、　

こ
の
侵
略
行
為
を
奇
貨

と
し
て
、「
核
共
有
」
論
を
ア
ベ
や

維
新
が
展
開
し
て
い
ま
す
。
自
民

党
等
か
ら
中
国
脅
威
論
や
敵
基
地

攻
撃
能
力
保
有
が
声
高
に
主
張
さ

れ
始
め
て
い
ま
す
。
日
本
の
軍
拡

は
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
高
め
る
だ

け
で
す
。
ロ
シ
ア
は
戦
争
を
ヤ
メ

ロ
！
日
本
は
軍
拡
を
ヤ
メ
ロ
！

STOP
WAR

略
開
始
か
ら
約
２
週
間
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
各
地
で
戦
闘
が
行
わ
れ
、
民

間
人
に
多
数
の
死
傷
者
が
出
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
あ
ろ
う
こ
と
か

原
発
を
攻
撃
し
占
拠
し
ま
し
た
。

　

プ
ー
チ
ン
は
、
国
内
の
反
戦
デ

モ
を
弾
圧
し
言
論
統
制
を
強
め
、

世
界
的
な
「
戦
争
ヤ
メ
ロ
」
の
声

を
無
視
、
核
兵
器
の
使
用
す
ら
ほ

の
め
か
し
て
い
ま
す
。

て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ロ

シ
ア
の
原
発
攻

撃
は
、
戦
時
下

小田原でも頑張ってるよ！
（佐々木則子さんより）

ロシアのウクライナ侵攻に抗議し、  　　　　　
戦争反対・平和を求める 3.4 緊急街頭宣伝行動

ロシアはウクライナ侵攻をヤメロ！　　　　　　
原発を攻撃するな！ 3.5 さようなら原発緊急行動

ウクライナを侵略するな！
ロシアは即時撤退を！
3.6 総がかりユース
アクション緊急行動

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
や
め
ろ
！

ア
ベ
と
維
新
の
「
核
共
有
」
策
動
糾
弾
！

　

国
連
総
会
で
ロ
シ
ア

非
難
決
議
が
採
択
さ

れ
、
世
界
各
地
で
ロ
シ

ア
侵
略
非
難
の
大
規
模

な
行
動
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
各
地

で
連
日
様
々
な
行
動
が

行
わ
れ
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
発
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
退
職
者
連
合
も「
ロ

シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
抗
議
し
、
軍
事

戦
争
は
自
衛
を
理
由
に
始
ま
る

戦
争
反
対
！
核
も
原
発
も
い
ら
な
い

発言する東京清掃
高野青年部長と
高木前青年部長

　

プ
ー
チ
ン
は
、「
集
団
的
自
衛
の

た
め
の
進
出
」
と
強
弁
し
て
い
ま

す
。
ナ
チ
ス
の
侵
略
も
日
本
の
中

国
侵
略
も
「
自
衛
」
を
大
義
名
分

と
し
ま
し
た
。戦
争
は
、い
つ
も「
自

衛
」
の
名
の
も
と
に
始
ま
り
ま
す
。

世
界
各
地
で
戦
争
反
対
の
声

　

ロ
シ
ア
の
侵
略
は
許
せ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
遠
因
を
つ
く
っ
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
だ
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
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古
墳
～
東
照
宮
～
も
み
じ
谷
～
増

上
寺
な
ど
を
め
ぐ
る
「
港
区
芝
・

大
門
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
４
月
の
定
例
連

絡
で
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
10
日
に
は
第
14
回

定
期
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
対
面
開
催

に
な
り
ま
す
。
懇
親
会
が
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

定
期
総
会
後
は
、
夏
休
み
で
す
。

猛
暑
に
堪
え
て
秋
を
迎
え
た
ら
、

「
秋
の
学
習
交
流
会
」「
秋
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」「
日
帰
り
親
睦
旅
行
」

な
ど
の
企
画
が
目
白
押
し
で
す
。

　

秋
に
は
コ
ロ
ナ
も
…
？
？

３
・
15
﹁
学
習
交
流
会
﹂
は
開
催
し
ま
す

３
・
29
﹁
お
花
見
﹂
は
残
念
な
が
ら
中
止

健
康
相
談
の
活
用
で

健
康
寿
命
の
維
持
を

　

体
調
不
安
や
医
療
に
対
す
る
疑

問
を
お
持
ち
の
方
が
、
健
康
や
医

療
に
関
す
る
相
談
を
気
軽
に
で
き

る
よ
う
に
、
東
京
清
掃
は
毎
月
一

回
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
応
す
る
方
は
東
京
清
掃
顧
問
医

の
平
野
先
生
（
亀
戸
ひ
ま
わ
り
診

療
所
理
事
長
）、
相
談
料
は
も
ち
ろ

ん
無
料
、
毎
月
第
４
水
曜
日
午
後

４
時
か
ら
で
す
。

　

退
職
者
会
の
会
員
は
、
こ
の
健

康
相
談
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
月
は
３
月
23
日
で
す
。

　

申
込
み
は
、
退
職
者
会
の
戸
枝

事
務
局
長
宛090-8681-8221

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

だ
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
考

慮
し
、
懇
親
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

参
加
申
込
み
は
、
前
日
ま
で
に

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

　

小
金
井
公
園
は
﹁
自
粛
﹂
対
象

　
　

お
花
見
は
実
施
不
可
で
す

　

３
月
29
日
に
「
お
花
見
（
桜
満

開
の
小
金
井
公
園
散
策
と
車
座
で

一
杯
）
を
開
催
す
る
予
定
で
準
備

し
て
き
ま
し
た
が
、
東
京
都
は
、

３
月
４
日
に
決
め
た
ま
ん
延
防
止

措
置
延
長
の
内
容
の
中
で
、「
都
立

公
園
で
の
宴
会
自
粛
」
を
要
請
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
金
井
公
園
で

は
お
花
見
を
行
え
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
方
角
が
悪
い
の
か
、

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
を
迎
え
た
と
み
ら
れ
る
も

の
の
、
高
止
ま
り
の
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。
首
都
圏
の
「
ま
ん
延

防
止
」
措
置
も
３
月
21
日
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
リ
ス

ク
は
引
き
続
き
警
戒
を
要
す
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
発
を
め
ぐ
る
状
況
を
考
慮
し

　
　

﹁
学
習
交
流
会
﹂
を
開
催

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
３
月
15

日
の
「
学
習
交
流
会
」
を
開
催
す

べ
き
か
、
非
常
に
悩
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
原
発
占
拠
な
ど
、
原
発

を
め
ぐ
る
緊
迫
し
た
事
態
を
前
に
、

極
め
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
お
話
し
に

接
す
る
機
会
を
逃
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
ま
し
た
。

　

主
要
な
テ
ー
マ
は
「
福
島
の
現

芝・増上寺本堂

今
年
も
残
念
な
が
ら

﹁
歓
送
会
﹂
中
止

　

東
京
清
掃
は
、
今
年
も
「
歓

送
会
」
を
中
止
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。例
年
、

参
加
者
は
少
な

い
も
の
の
、
会

員
拡
大
に
直
結

し
て
い
た
だ
け

に
、残
念
で
す
。

状
と
処
理
水
海

洋
放
出
の
問
題

点
」
で
す
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

原
発
を
め
ぐ
る

状
況
に
つ
い
て

も
ふ
れ
て
い
た

企
画
者
の
行
い
が

悪
い
の
か
、
３
年

連
続
の
中
止
で

す
。
返
す
が
え
す

も
残
念
で
す
。

　

４
月
以
降
の
行
事
も
検
討
中

　

夏
季
を
除
き
毎
月
お
楽
し
み
会

　

４
月
以
降
の
行
事
も
企
画
し
て

い
ま
す
。
５
月
中
旬
に
芝
の
丸
山
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昨
年
の
賃
金

確
定
闘
争
で
、

「
定
年
延
長
に

係
る
60
歳
以
上

な
ど
を
指
摘
し
、
賃
金
改
善
を
求

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
区
長
会

側
は
、
①
国
公
法
で
７
割
と
定
め

ら
れ
、
地
公
法
に
よ
り
国
の
制
度

準
拠
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
②
年

収
ベ
ー
ス
で
は
全
職
員
が
再
任
用

賃
金
を
上
回
る
な
ど
と
し
て
要
求

に
応
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

各
区
要
請
行
動
な
ど
で
圧
力

　

現
業
職
の
み
対
象
の
改
善
提
案

　

本
部
四
役
が
入
っ
て
の
各
区
要

請
行
動
等
の
闘
い
を
背
景
に
、
粘

り
強
い
交
渉
の
結
果
、
２
月
７
日
、

「
現
業
職
の
昇
給
抑
制
年
齢
を
55
歳

か
ら
57
歳
に
引
き
上
げ
る
（
経
過

措
置
の
号
給
調
整
あ
り
）」
等
の
最

終
提
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

極
め
て
不
満
な
内
容
だ
が

　

岩
盤
に
傷
を
つ
け
ら
れ
た
…　

　

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
も
な
お
半

数
以
上
の
組
合
員
が
再
任
用
賃
金

を
下
回
る
と
い
う
不
満
な
内
容
で

す
が
、
①
労
組
の
要
求
に
応
え
て

区
長
会
側
が
現
業
職
の
み
制
度
改

善
、
定
年
延
長
に
係
る
賃
金
水
準

協
議
で
何
ら
か
の
措
置
を
勝
ち

取
っ
た
の
は
特
別
区
の
み
で
あ
る

こ
と
、
②
現
業
賃
金
の
あ
り
方
に

◉昇給抑制の引上げイメージ図（東京清掃作成）

関
わ
る
意
見
交
換
・
研

究
に
言
及
さ
せ
た
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
、
妥
結

し
ま
し
た
。

　

賃
金
水
準
改
善
へ

　

来
年
も
闘
い
は
続
く

　

こ
と
の
発
端
は
、
07

賃
金
確
定
で
現
業
賃
金

水
準
が
約
９
％
削
減

さ
れ
、
行
政
職
に
比

べ
て
著
し
く
低
賃
金

に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
根
本

的
に
は
現
業
賃
金
水

準
を
引
き
上
げ
な
け

れ
ば
解
決
し
ま
せ
ん
。

東
京
清
掃
の
闘
い
は

来
年
も
続
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
定
年
延
長
」

は
、
来
年
４
月
か
ら

10
年
か
け
て
平
準
化

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

経
過
措
置
期
間
中
は
、

「
暫
定
再
任
用
制
度

（
現
行
再
任
用
制
度
と

同
じ
も
の
）」
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

東京清掃賃金確定 1.24 学習決起集会
多田書記長による制度説明

（※写真は東京清掃提供）

の
賃
金
水
準
」
は
「
継
続
協
議
事

項
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
局

提
案
の
「
60
歳
前
の
７
割
」
で
は
、

現
業
職
の
ほ
と
ん
ど
が
「
再
任
用

の
月
例
給
を
下
回
る
」
か
ら
で
す
。

　

区
長
会
は
法
律
と
年
収
ベ
ー
ス

　

な
ど
を
タ
テ
に
要
求
に
応
え
ず

　

東
京
清
掃
は
、
国
の
現
業
職
が

63
歳
定
年
で
あ
る
こ
と
、
都
に
は

調
整
額
が
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

定
年
延
長
に
係
る
60
歳
以
上
の
賃
金
水
準
〜

「
年
齢
に
よ
る
昇
給
抑
制
見
直
し
」
引
出
し
妥
結

東京清掃
賃金確定
継続協議
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「
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
の
全
面
解
決
を
め

ざ
す
東
京
集
会
」
が
、
２
月
16
日

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
者
が
会
場
を
埋
め
尽

く
す
〝
密
〟
な
集
会
で
し
た
。

　

10
年
12
月
31
日
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、

客
室
乗
務
員
１
６
５
名
が
不
当
解
雇

さ
れ
ま
し
た
。Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
４
度
も「
解

決
す
べ
き
」
と
勧
告
し
て
い
る
よ

う
に
、
実
態
的
に
国
家
的
不
当
労

働
行
為
で
す
。
そ
の
後
、
２
代
の

社
長
が「
私
の
代
で
解
決
し
た
い
」、

「
で
き
る
だ
け
早
く
解
決
し
た
い
」

と
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
一
向
に

進
展
し
て
い
ま
せ
ん
。

　　

昨
年
４
月
、
定
年
で
組
合
員
資

格
を
失
っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
３
名
が

Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解
雇
者
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｈ

Ｕ
、
現
在
は
22
名
）
を
結
成
し
、
会

社
側
や
国
交
省
の
団
交
拒
否
に
抗

し
都
労
委
闘
争
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
特
別
講
演
を
し
た
指
宿

弁
護
士
は
、「
国
鉄
闘
争
と
共
通
点

が
多
い
。『
闘
う
闘
争
団
』
は
闘
っ

て
勝
利
解
決
し
た
。
何
も
し
な
け

れ
ば
負
け
る
、
闘
っ
て
展
望
を
開

け
ば
前
進
が
あ
る
。」
と
、
Ｊ
Ｈ
Ｕ

の
決
起
を
支
持
・
評
価
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
、「
不
当
行
為
を
謝
罪
し

な
い
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
公
共
交
通
を
担
う
権

利
は
な
い
」
と
断
罪
、「
労
働
者
の

権
利
と
空
の
安
全
の
た
め
に
闘
う
」

こ
と
が
宣
言
さ
れ
、
全
面
早
期
解

決
へ
向
け
て
、
争
議
団
と
支
援
が

一
体
に
な
っ
て
大
衆
的
闘
い
を
強

化
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

衆
院
の
予
算
審
議
と
並
行
し
て
「
憲

法
審
査
会
」
が
強
行
開
催
さ
れ
て
い

る
状
況
の
も
と
、２
月
の
「
19
日
行
動
」

が
国
会
前
で
開
催
さ
れ
、
改
憲
発
議
反

対
！
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
反
対
！

な
ど
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
発
言
で
、『
総
が
か
り

青
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
青
年

Ｐ
Ｔ
）』
の
高
木
陽
介
さ
ん
（
東
京
清

掃
前
青
年
部
長
、
現
品
川
区
選
出
中

執
）
は
、「
青
年
Ｐ
Ｔ
を
昨
年
立
ち
上

げ
、
若
者
中
心
に
街
宣
や
署
名
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
諸
先
輩
の
運
動
を
継

承
し
、
平
和
の
た
め
に
、
全
力
で
闘
う
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ガ
ン
バ
レ
！

　

２
月
18
日
、
け
ん
り
春
闘
に
よ
る

経
団
連
前
抗
議
行
動
が
取
組
ま
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
格
差
と
貧

困
拡
大
の
責
任
の
一
端
は
経
団
連
に

あ
る
と
、
抗
議
を
集
中
さ
せ
、
最
賃

時
給
１
５
０
０
円
、
８
時
間
働
け
ば
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
へ
、
経
団
連
は
責

任
を
果
た
せ
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

連
帯
挨
拶
の
ト
ッ
プ
は
東
京
清
掃

江
森
委
員
長
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
必
死
に

働
く
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

対
す
る
処
遇
は
不
十
分
、
立
場
の
弱
い

非
正
規
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
補

償
す
る
た
め
、
大
企
業
は
内
部
留
保

を
吐
き
出
せ
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

東京清掃
江森委員長

東京清掃前青年部長
高木陽介さん 格差・貧困・差別を許さない！

改
憲
発
議
反
対
！

敵
基
地
攻
撃
能
力

保
有
反
対
！

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
の
早
期
全
面
解
決
を
！

解
決
の
遅
れ
は
会
社
に
責
任

闘
い
な
し
に
展
望
は
開
け
ず

早
期
全
面
解
決
へ
闘
争
強
化
を


